











































































































































































































































































































































































































































の高い製品やサービスの提供できる理由」（Offering high quality products 
and services）として、協力会社との交流会や社内の勉強会「協進カレッジ」
の定期的な開催を行っているとし、「子どもたちに美しい自然を残したい」

















これは、「若者の感性が社会を動かす原動力になる」（Young people can 




若手クリエーターを応援」（“Cool Japan”supporting the young creators）
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と、「障がいがある人との出会いが開く明日の扉」（Opening a new door 










































また、「小さな微笑みを届けたい「ありがとうの日」」（Giving a smile 
with appreciation）は、ステイクホルダーへの日ごろの感謝の気持ちを表
すために、毎月10日を“ありがとうの日”とし、会社の周辺でボランティ
ア活動を行ったり、ささやかなプレゼントを行っている。いうまでもない
が、同社の経営が地元によって支えられているという意識が、このような
活動を生みだしていると考えてよい。
５．若干の要約と結論
以上、横浜型地域認定企業制度と３つの認定企業の事例をとりあげて、
中小企業の地域密着性を明らかにしてきた。とりわけ、認定制度における
地域貢献活動に主に6つの形態があると要約するとともに、その具体例に
はどのようなことが行われているかを示しつつ、先進的な事例を紹介した。
この先進的な事例から、それなりの好成績をあげ、そのなかできわめて多
様な地域貢献活動が展開され、しかも、それらの活動が発展と革新の過程
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にあることが実感させられた。
大企業のCSR報告書や環境報告書は、さすがに立派であり、中小企業に
比べれば、分厚い冊子になっている。そして、自社を多様な視点から評価
しており、新しい制度やシステムづくりについての動きも紹介している。
しかも、そのなかで、CSRを実践する“いい会社”であることをアピール
している。
もっとも、新しい制度やシステムが実際にどのくらい活用され、機能し
ているのかと疑問に思うこともある。制度やシステムはつくられてはいる
が、浸透・普及するのに時間がかかるなどの理由で、実際にはあまり利用
されていないといった、実績に対する不安が一部でどうしても残るのであ
る。
それに対して、3社の報告書は小冊子である。しかし、実際に行ってい
ることだけを明らかにしているように思われる。これに関連して、石井造
園の社長・石井直樹は、2009年の報告書のなかで、つぎのように述べている。
それは、CSR活動で心がけていることが「ついでに、無理なく、達成感
のあることしよう！」であるという。ここでは、“ついでに”、“無理なく”、
“達成感のあること”の3語が大切であり、まず、ついでにやるは、本業の
造園業のなかで活動をしていくことを意味している。本業と関係のないと
ころで活動するのは大変であるが、本業に近いところであれば、ついでに
容易に行うことができるというわけである。
つぎの無理なくやるは、費用をあまりかけずに行うことであり、無理が
ないから、活動をつづけることができる。もうひとつの達成感のあること
をやるは、そのような活動は行うことでいい気持ちになり、この気持ちの
いい活動がやがては運動（ムーブメント）となって、社会現象につながる
可能性があるという。
これについて、CSR責任者の雨宮純平も、「零細企業はついでが大事！　
ない知恵を絞って頓知の利いた小さな活動。零細企業は密度が大事！　地
域の皆様と深みのある活動をしていきます」という。
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このような３つの言葉は、示唆的である。そして、おそらく他の2社に
おいても同じであろうが、小さな企業の報告書は、このような考えにもと
づいて、実際に行っていることを書いている。
もっとも、300社をこえる認定企業のなかで、報告書をつくり、さらに
報告会を開催している企業はどのくらいあるのであろうか。私はこの認定
企業の表彰式の講評で、報告書の作成と報告会の開催を毎回すすめている
が、是非とも増えてほしいと感じている。
ところで、事例研究の対象となった3社は、都市ビジネスの典型である。
宅地化が進み、“緑（グリーン）”が大幅に減少した大都市・横浜にとって、
緑の再生は大きな課題になっている。したがって、造園業である石井造園
にとって、現在はチャンスの環境にある。
他方、都市ビジネスのシンボルであった印刷業は、情報技術や印刷技術
の革新のなかで、衰退のピンチを迎えている。経営危機におちいった印刷
業者が、2000年代に入ってから多くなってきたという現実がある。印刷業
者にはまさにリストラ（構造改革）がもとめられ、大川印刷と協進印刷に
とっては、経営の新たな展開が急務になっている。
要するに、一方はチャンス、他方はピンチといった環境上のちがいはあ
るものの、この3社はCSRをてこに積極的な経営展開をはかっている。い
ずれも地域密着を重視し、地域貢献活動を行っている。そして、おそらく
このような経営展開は、企業としての持続可能性を保証していくことであ
ろう。要するに中小企業にとり地域密着は生命線なのである。
とはいえ、造園業は緑の再生というチャンスのなかで、本業重視の経営
を行なうことができるが、印刷業にとっては、本業を守りながら本業から
離れていくという、相反する視点も考慮に入れながらの戦略をとらざるを
えない。このちがいは大きい。
たしかに、このようなちがいはあるが、どちらも他の企業やNPOなど
とのコラボレーションなどを実践している。それは、同じ業界の企業との
関係ではなく、むしろ異種の組織との交流を通じて、多様な活動を中小企
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業でも行えることを明らかにしている。そして、自社の強みと弱みを意識
しつつ、今後の経営の活路をどのようにもとめるのかを熟慮しつつ、広く
社会に目をむけると、いろいろなコラボレーションの可能性が拡がってい
くのである。3社の事例は、まさにそれを示している。
しかも、異種の組織とのコラボレーションは、革新を引き起こす大きな
広がりを感じさせる。たとえば、子どもや学生支援の地域貢献活動は、こ
のようなコラボレーションを通じて、「文化の創造」という新たな形態（文
化支援）を生みだしている。また、協進印刷の台湾貿易センターからの研
修生の受け入れは、新たなチャンスを秘めたものになるかもしれない。そ
こには、新しいビジネスの誕生にもつながる可能性がある。
以上、横浜型地域貢献企業を事例にして、中小企業のCSRと地域貢献活
動について検討してきた。これらの活動をみると、中小企業というよりも、
地域密着性を重視する「地域企業」という言葉のほうが適切な呼び方のよ
うに思えてくる。
こんにち、全国的にみて地域の衰退と小規模企業の減少が進行している
が、このような地域CSRを実践する地域企業が成長・発展し、地域の衰退
をくい止めることができればと思っている。その意味でも、地域CSRのいっ
そうの研究が望まれるところである。
（2015．3．20．）
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